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７
月
14
日(

金)

に
本
校
体

育
館
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
情
報
技
術
推

進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。 

 

 

３
年
前
か
ら
、
同
様
の
講
演

会
を
年
に
２
度
か
ら
３
度
の

割
合
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

大
変
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す

が
、
時
と
し
て｢

加
害
者｣

や

｢

被
害
者｣

と
な
る
生
徒
が
現

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
に
入
り
、
そ
う
い
っ

た
問
題
事
象
も
な
く
な
り
ま

し
た
。 

正
し
い
知
識
と
節
度
を
も

っ
て
利
用
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。 

ちょっと一言 「整理整頓が人生を変える」といわれます。自分の身の回りを片付けることのできる人

は、運動や学習の反復練習ができる人なのです。誰も見ていないところで、いつも同じように片付けがで

きる。この習慣が集中力や粘り強さの原動力となっています。スポーツでうまくなろうとすると、反復練

習が必要になってくる。同じことを毎日繰り返す。整理整頓を毎日することができれば、反復練習も続け

ることができます。部活動の後、用具や靴などの整理、人の見ていないところで同じようにできています

か？これが、集中力や粘り強さを生み出しているのです。たかが整理整頓、されど整理整頓です。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

 

し
か
し
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば

皆
小
さ
な
子
ど
も
と
の
触
れ

合
い
に
、
喜
び
や
感
動
、
そ
し

て
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
感

じ
取
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。 

「
み
ん
な
ず
っ
と
笑
っ
て

い
た
の
で
、
自
分
も
幸
せ
に
な

り
ま
し
た
」
「
私
も
昔
同
じ
よ

う
に
遊
ん
で
い
た
ん
だ
。
純
真

だ
な
」
「
と
て
も
疲
れ
た
。
親

っ
て
大
変
な
ん
だ
」
「
と
て
も

小
さ
く
柔
ら
か
な
手
、
周
り
を

見
な
い
で
走
っ
て
い
く
。
大
人

が
気
を
つ
け
て
あ
げ
な
い
と
」

「
お
別
れ
の
と
き
泣
い
て
く

れ
て
、
こ
ち
ら
ま
で
泣
き
そ
う

に
な
っ
た
」 

 

園
児
と
一
緒
に
遊
び
道
具

を
作
っ
た
り
、
ク
ッ
キ
ー
を
焼

い
た
り
、
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ

た
り
と
、
色
々
な
体
験
を
し
、

楽
し
い
貴
重
な
実
習
を
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

幼
児
教
育
の
道
を
目
指
す

生
徒
が
、
増
え
そ
う
で
す
。 

 

 

７
月
１
日(
土)
に
県
立
武
道 

 

 

本
校
近
隣
に
あ
る
山
手
幼

稚
園
の
園
児
た
ち
と
の
「
ふ
れ

あ
い
保
育
実
習
」
は
、
長
い
歴

史
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

今
年
も
６
月
１
日(

木)

か
ら

27
日(

火)

の
間
に
、
１
年
生
が

ク
ラ
ス
単
位
で
実
習
を
行
い

ま
し
た
。 

 

 

幼
稚
園
を
訪
ね
て
園
児
た

ち
と
触
れ
合
う
実
習
と
本
校

に
招
い
て
行
う
実
習
が
あ
り

ま
す
。 

 

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、
実
習

前
に
は
不
安
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
が
嫌

い
だ
と
い
う
生
徒
や
苦
手
な

生
徒
も
い
ま
し
た
。 

館
で
県
民
体
育
大
会
柔
道
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

60
㎏
級
で
顕
徳
大
晴
（
２
年

明
石
市
立
望
海
中
）
が
優
勝
、

73
㎏
級
で
高
橋
寛
多
（
２
年
小

野
市
立
小
野
中
）
が
３
位
、
90

㎏
級
で
戸
田
将
太(

３
年
神
戸

市
立
井
吹
台
中)

が
優
勝
し
ま

し
た
。 

 

優
勝
し
た
２
名
は
、
愛
媛
県

松
山
市
で
行
わ
れ
る
第
72
回

国
民
体
育
大
会
に
兵
庫
県
少
年

男
子
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
７
月
９
日
（
日
）
に

同
じ
く
県
立
武
道
館
で
近
畿
ジ

ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

会
が
行
わ
れ
、
顕
徳
大
晴
が
大

学
生
を
何
人
も
破
り
、
２
位
に

入
賞
し
て
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
同
大
会
に
本
校
の
卒

業
生
で
あ
る
橋
本
涼
真
（
Ｈ
27

年
度
卒
、
甲
南
大
学
）
が
73
㎏

級
で
、
佐
藤
貴
成
（
Ｈ
28
年
度

卒
、
近
畿
大
学
）
が
100
㎏
超
級

で
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。 


